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要約 
背景：国民健康・栄養調査の結果によると、平均エネルギー摂取量は長期に渡り低下傾向に

あるが、過体重と肥満の有病率の減少傾向は示されていない。本研究は、国民健康・栄養調

査において調査員と被調査者が対面で行う食事記録の確認の有無が、総エネルギー摂取量と

関連するか、また平均エネルギー摂取量の減少傾向に影響を与えているかについて検討した。 
 
方法：国民栄養調査（平成9年～平成14年）および国民健康・栄養調査（平成15年～平成23
年）の20歳から89歳の個人のデータを統合した。総エネルギー摂取量と、半定量法による世

帯単位の食事記録に関する被調査者との対面確認が欠落していることとの関連について、線

形混合効果モデルによる推定を行った。食事記録が確認されていない被調査者については、

総エネルギー摂取量を回帰係数で調整した。 
 
結果：対面確認を完了した被調査者と比較して、確認を完了していない被調査者の総エネル

ギー摂取量は、すべての性・年齢階級において有意な負の相関を示した（P値<0.001）。対

面確認を完了していない被調査者の総エネルギー摂取量の補正により、各調査年における平

均エネルギー摂取量は男性では2.1%から3.9%、女性では1.3%から2.6%、有意に上昇したが

（P値<0.001）、平均エネルギー摂取量の減少傾向には変化がなかった。 
 
結論: 食事記録の対面確認を完了していないことにより、総エネルギー摂取量は過少に推定

される可能性がある。今後、対面確認の完了を促進する取り組みによって、これらデータの

精度の向上が見込まれる。一方で、対面確認を完了していない被調査者の割合の増加は、平

均エネルギー摂取量の減少にほとんど影響を与えていない可能性が示唆された。 
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